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(3) ’xˆの特定の値 f ’xˆは、関数（「存在者の関数」、「存在者関数」）と呼ばれる。









































































































引用　 m … m 」というアイデアを導入する。意味引用とは、「上添え字の‘ m ’に挟
まれた表現の意味を表すもの」(p.260)である。この意味引用によって、ある表示句が
表現するところの表示概念そのものについて語ろうというのである(9) 。このような方
法は、表示句“ the center of mass of the solar system”を例に検討される。
mThe center of mass of the solar systemm is a point.
この命題は、“ the center of mass of the solar system”という表示句が表現するところの
表示概念“ mthe center of mass of the solar systemm”について語る単称命題である。し
たがって、この命題は、“ mthe center of mass of the solar systemm”という表示概念を構
成要素として含むことになる。さて、ここで、このような表示概念について語る単称
命題ではなく、同じ表示句が現れるふつうの表示的命題について考えてみよう。
The center of mass of the solar system is a point.
この命題は、表示句“ the center of mass of the solar system”が表示するところの太陽
系の中心そのものについての表示的命題である。ところで、表示的命題においては、
命題の構成要素となるのは、表示対象ではなく、表示概念なのであった。したがって、




る。２つの命題で、“ is a point”という部分は同じである。したがって、差異があると
すれば、それは“ mthe center of mass of the solar systemm”と“ the center of mass of the
solar system”との間にあるはずであるが、そのいずれにせよ、命題の構成要素となる










































れ全く異なった構造を持つものであることを認めれば、“ The Gray’s Elegy Argument”
で論じられたジレンマはそもそも生じる余地がない、ということになるのである。
4.4 “On Denoting”の意義








































































“…there is no backward road from denotations to meanings, because every object can be denoted
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